
身近な生物保全の最前線

◆日時 ：２０２２年１０月２２日（土）
◆時間 ：１０：００～１２：００
◆場所 ：東京都立公文書館研修室＆武蔵国分寺公園

（国分寺市泉町２‐２‐２１）

◆参加費：１００円 子ども・学生は無料

宅地開発による緑の減少、気候危機により緑や水、生き物の命の循環が遮られ
生態系は悪化するばかりです。
人と動植物が共存していける国分寺のまちづくりにむけ、今何ができるのか。
大切にすべきことは何なのかを考えていきます。

◆講師：久保田潤一さん
NPO法人 NPO birth※ 自然環境マネジメント部長

※ NPO birthは指定管理者として、武蔵国分寺公園の管理運営をしています。

会場案内

●JR中央線・武蔵野線「西国分寺」駅
徒歩約8分

●京王バス・寺85系統「いずみプラザ前」
徒歩4分①座学（お話４５分、質疑１５分）

「絶滅危惧種は国分寺にいる！！
身近な生物保全の最前線」

ーーー武蔵国分寺公園に移動（15分）ーーー

②公園で説明（30分）

解散

プログラム

テレビ東京系
「緊急SOS！池の水全部
抜く大作戦」にも環境保全
の専門家として出演

セミ・トンボ・カエル…
「会えなくなる前に出来ることはある！」

◆申込方法：①お名前 ②人数 ③連絡先を
お早めに下記までご連絡ください。

◆申込・お問合せ先：国分寺・生活者ネットワーク

TEL 042‐328-1864   FAX 042-328-1878
E∹mail kokubunji@seikatsusha.net

主催：生活クラブ国分寺地域協議会

先着
30名様


